五、民謡
１　浅津小唄


　温泉地には、ほとんどの所に小唄や音頭がつくられているが、浅津温泉にも昭和９年に「浅津小唄」が生まれた。

　浅津温泉は当時山陰ホテル（望湖楼）日進館、日の出館の４軒しかなく、温泉地としてあまりその名を知られていなかった。
浅津小唄作詞作曲
　こうしたとき、山陰日日新聞が「山陰八景」の募集をしたとき、温泉組合の求めによって浅津小唄の歌詞を
の経過
あわせて募集した。このとき文学好きであった山陰ホテルの主人中島守次は、この募集に応募して採用された。浅津温泉では浅津小唄の歌詞ができたので作曲の準備にかかったが、当時小鴨小学校長をしていた下浅津の尾崎茂が音楽を専攻していたため、この人に依頼しようということになり、尾崎茂（元羽合町教育長）の作曲によって浅津小唄は生まれた。

　尾崎茂の作曲した楽譜は下記に掲載したものであるが、しかしこの唄は浅津温泉の小唄として広く県内外に
浅津小唄の伴奏と
宣伝する必要があり、このためにはピアノのリズムだけでなく、三味線や琴に合ったうたい易いリズムにする
の調整
ことが話しあわれ、作曲者の尾崎茂を中心に北村一義、市橋毅、中本光輝、市橋芳子などが何回となく寄り合って研究した結果、現在北村一義によって町内婦人学級などで伝習されている曲が生み出された訳で、原譜とは別に一応「正調」として受け継がれている。

　北村一義らのグループによって浅津小唄がここまで広められた陰には、おおむね次のような努力のあとがある。
グループによる浅
　浅津小唄を広く県内外に知ってもらうためにはラジオ放送が効果的と考え、昭和９年松江放送局に対し依頼

津小唄の宣伝
した。この頃はまだ鳥取県に放送局のないときで、この近くでは松江しかなかった。幸いにも松江放送局の企画に取り上げられ、９月８日に始めて浅津小唄が電波に乗った。このとき出演したのは三味線に市橋毅、琴に北村一義、尺八に中本光輝、唄は市橋芳子、大久保美恵子、梅家小町の６人だった。


　やがて鳥取県にも放送局設置の準備が進み、昭和１２年１２月の開局をめざしていたが、この開局記念放送の種目を選ぶ予定ともいうべき「放送者推せん諸芸大会」が鳥取市EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(えびす),戎)座で催された。その結果浅津小唄は放送種目に選ばれ、１２月１４日鳥取放送局開局記念の席上はなやかに披露された。この頃は一般家庭でラジオを持っている者は少なく、浅津では大前商店に１台あったといわれ、この放送を聞くためにダイヤルを回したがなかなか合わず、最後の方が少し聞こえたということだった。現在の放送設備から考えれば笑い話しのようであった。

　またこれより少し前の１１年３月には、鳥取市の温泉祭りに招待されて大黒座と戎座をかけもちして浅津小唄を披露したり、１１年１０月には松江放送局から再度依頼を受けて放送をし、このほかにも各地で招待を受けたり積極的に出かけて、ようやく浅津小唄と共に浅津温泉の名が知られるようになった。

浅津小唄おどり振
　しかし日本は戦時体制を着々と固めつつあるときで、間もなく第２次世界大戦に突入するなど温泉や唄の宣
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付けの経過
伝どころでなくなった。ようやく戦争も終わり、観光気分も出てきたころ、浅津小唄に踊りが必要であるとの声もあり、倉吉市の野儀久市の振付けで踊られていたこともあったが、浅津村公民館では、本格的な振付けをした上で広く宣伝しようと企画し、倉吉市の水木流師匠である水木歌龍に依頼した。公民館では３０年１２月１日望湖楼大広間で第１回の練習会を持ったが、このときには尾崎茂、水木歌龍、それに北村一義ほかのグループも加って披露された。


　３１年２月には倉吉市にも放送局が開局し、この記念放送にも浅津小唄は出演披露するなど、三朝小唄と共に温泉小唄として各地で好評を博した。

　浅津小唄はこのような経過を経て現在に至っているが、町内各地の婦人学級などによって正しい浅津小唄を習得しようとする気運が強くなっている。


　なお最近「ナイトナイト」という囃子を入れてうたわれることがあるが、原譜や正調とされているものにはこの囃子はない。
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